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三
宅
村
の
村
長
・
村
議
選

挙
は
、
２
月
12
日
に
日
投
・

開
票
が
行
わ
れ
当
選
者
が
決

ま
っ
た
。

　

村
長
に
は
３
人
が
立
候
補

し
て
大
激
戦
と
な
っ
た
が
、

現
職
の
平
野
祐
康
氏
と
村
議

会
前
議
長
の
佐
久
間
達
己
氏

を
破
っ
て
前
教
育
長
の
櫻
田

昭
正
氏
（
72
）
が
当
選
を
果

た
し
た
。

　

今
回
の

選
挙
に
お

け
る
有
権

者

数

は
、

２
４
６
２
。
投
票
者
数
は
、

２
０
１
１
（
81
・
68
％
）
で

高
率
と
な
っ
た
。
近
年
各
種

選
挙
の
投
票
率
は
低
下
し
て

い
た
が
回
復
し
た
。　

　

村
長
選
で
当
選
し
た
櫻
田

昭
正
氏
の
選
挙
公
約
は
、
①

人
材
育
成
②
高
濃
度
地
区
規

制
解
除
③
空
路
海
路
の
改

善
・
確
保
④
基
幹
産
業
・
観

光
振
興
⑤
人
工
透
析
の
導
入

⑥
高
齢
者
支
援
と
充
実
し

た
医
療
対
策
⑦
人
口
対
策
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
三

宅
島
の
空
・
海
の
よ
う
に
透

明
な
村
政
を
！　

村
民
と
村

政
が
心
を
合
わ
せ
た
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
元
気
と
笑
顔

を
発
信
！
を
掲
げ
た
。
内
容

は
具
体
的
で
踏
み
込
ん
だ
政

策
で
、
村
民
の
支
持
を
得
た
。

　

本
紙
の
読
者
は
お
気
づ
き

だ
と
思
う
が
、
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
が
一
貫
し
て
在
京

者
・
被
災
者
島
民
の
切
実
な

声
・
要
望
と
し
て
訴
え
主
張

し
て
き
た
高
濃
度
地
区
の
規

制
解
除
と
再
生
、
人
工
透
析

の
導
入
等
よ
う
や
く
村
政
に

届
き
実
現
の
可
能
性
を
獲
得

し
た
。

　

「
三
宅
島
新
報
」
第
36
号

で
一
橋
大
学
大
学
院
猪
飼
周

平
准
教
授
が
指
摘
し
た
住
民

と
行
政
の
相
互
不
信
を
克
服

す
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
努
力
し
た
い
。　

（
佐
藤
）

【村長選開票結果】
当選　櫻田　昭正（新）929 票 (47%)

　　　平野　祐康（現）613 票 (31%)

　　　佐久間達己（新）432 票 (22%)

無効投票・不足票　37 票

【村議会議員選開票結果】
当・長谷川一也（新）650 票・伊ヶ谷

当・上松　幸男 (新）310 票・坪田

当・彦坂　明伸 (新） 200 票・阿古

当・谷　　寿文（現）170 票・阿古

当・平川　大作（現）166 票・坪田

当・平野　辰昇（現）154 票・阿古

当・長谷川　崇（現）151 票・伊ヶ谷

当・浅沼　徳広（現）145 票・伊豆

　　桒原　　稔（新）　19 票・阿古

無効投票・不足票　46 票

（注）①村長候補は、三者とも無所

属②村議候補は、平川大作（共産党）、

長谷川崇（公明党）、他は無所属③

パーセントは４捨５入。

有権者数（６日現在）2467 人（男

1345 人、女 1122 人）地域別・神着

581 人、伊豆 283 人、伊ケ谷 145 人、

阿古 884 人、坪田 574 人

　

三
宅
村
の
村
長
・
村
議
選
挙
が
２
月
12
日
に
行
わ
れ
、

村
長
選
で
は
前
教
育
長
の
櫻
田
昭
正
氏
が
、
高
濃
度
地
区

規
制
解
除
な
ど
を
訴
え
新
村
長
に
当
選
を
果
た
し
た
。

村長選 櫻田氏が当選

行
政
不
信
の
克
服
に
期
待

村長・村議選挙結果

島民の声生かした村政を

当選した櫻田村長「三宅に住むことを誇りと思えるようにしよう」と挨拶

〇第 27 回世話人会開催

　３月 17 日 ( 土 )18:30 ～

　場所：巣鴨ルノアール会議室

〇島市のお知らせ

　３月４日（日）11:00 ～

　場所：坪田旧体育館

〇ＨＰ改設のお知らせ

　ふるさとネットのホーム

ページの URL が新しくなりま

した。（この面の欄外を参照）

○ご寄付のお願い
　郵便振替口座

　口座番号：00120- ３-545036

　口座名称：三宅島ふるさと

 　　　　　再生ネットワーク

【三宅島ふるさとネット事務局】

　郵便番号：173-0005

　住所：板橋区仲宿 25-6

　電話：03(3963)5678

　 FAX：03(3963)5697

　　　　担当：大石・加藤

事務局便り
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在
京
者
と
高
濃
度
地
区
の

皆
さ
ん
、
第
３
回
目
と
な
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
で
は
、

第
１
回
目
は
、
２
０
０
６

年

11
月
、
第
２
回
目
は
、

２
０
０
９
年
１
月
に
実
施
、

公
表
し
た
。
今
回
は
、
高
濃

度
地
区
問
題
を
重
点
に
お
き

在
京
者
も
高
濃
度
地
区
在
京

者
と
他
地
区
在
京
者
を
分
け

対
象
者
と
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

時
期
は
当
を
得
た
も
の
で
、

村
長
、
村
議
会
の
任
期
満
了

に
伴
う
選
挙
直
前
に
「
三
宅

島
新
報
」
に
掲

載

し

た
。

さ

ら
に
細
部
は
、

「
三
宅
島
ふ
る

さ
と
ネ
ッ
ト
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「

島

民

の

声
」
に
収
録
し

た
結
果
、
多
く

の
マ
ス
コ
ミ
等

か
ら
も
注
目
さ

れ
た
。

　

今
回
２
月
12

日
に
実
施
さ
れ

た
村
長
・
村
議

会
選
挙
で
は
、

村
長
選
挙
に
お

い
て
櫻
田
昭
正

氏
が
「
高
濃
度

地
区
規
制
解
除
」
を
明
確
な

公
約
と
し
て
、
当
選
を
果
た

し
た
。

【
未
帰
島
・
在
京
者
（
高
濃

度
地
区
を
除
く
）
の
行
政
に

対
す
る
要
望
】

①
三
宅
島
へ
の
渡
航
費
用
に

　

対
す
る
補
助
を
し
て
い
た

　

だ
き
た
い
。

　

在
京
者
は
、
三
宅
島
に
家

屋
、
畑
、
お
墓
な
ど
が
あ

り
、
中
に
は
、
固
定
資
産
税

も
村
に
納
付
し
て
い
る
者
も

い
る
。
三
宅
大
学
関
係
者
は

２
割
の
船
賃
の
割
引
や
都
も

東
日
本
被
災
地
観
光
に
旅
費

の
補
助
も
あ
る
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。

　

在
京
者
と
家
族
を
島
に
つ

な
ぎ
と
め
る
努
力
は
、
交
流

人
口
を
増
や
し
経
済
の
活
性

化
に
も
役
立
つ
。
以
前
、
東

海
汽
船
に
も
折
衝
し
た
ら
村

の
意
向
は
と
聞
か
れ
た
経
過

も
あ
る
。

②
三
宅
島
島
内
の
住
宅
の
補

　

修
や
再
建
へ
の
補
助
を
し

　

て
い
た
だ
き
た
い
。

③
人
工
透
析
導
入
、
医
療
、

　

福
祉
施
設
の
充
実
で
帰
島

　

を
可
能
に
し
、
雇
用
も
増

　

や
し
て
ほ
し
い
。

④
そ
の
他

【
高
濃
度
地
区
住
民
の
要
望
】

①
高
濃
度
地
区
の
廃
止
、
廃

　

屋
な
ど
の
解
体
・
撤
去
条

　

件
の
緩
和
、
住
宅
再
建
に

　

関
す
る
支
援
を
し
て
い
た

　

だ
き
た
い
。

　

自
宅
帰
島
者
に
は
、
家
屋

修
繕
補
助
、
農
地
の
整
備
、

灰
と
り
な
ど
支
援
を
し
て
来

た
。
12
年
近
く
放
置
さ
れ
た

高
濃
度
地
区
に
対
す
る
支
援

は
、
当
該
者
の
み
で
な
く
、

観
光
、
産
業
振
興
の
要
で
も

あ
る
。

②
そ
の
他

　

帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な

い
、
毎
日
望
郷
の
念
に
駆
ら

れ
な
が
ら
も
、
都
会
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

人
達
の
気
持
ち
は
良
く
分

　

就
任
に
あ
た
っ
て
、
全
職

員
に
話
し
た
こ
と
は
、
「
生

ま
れ
育
っ
た
三
宅
島
で
暮
ら

し
た
い
！
悲
願
で
も
あ
る
そ

れ
ら
の
人
達
の
思
い
を
叶

え
、
家
族
共
々
故
郷
で
暮
ら

せ
る
こ
と
の
幸
せ
と
、
島
民

の
安
心
安
全
な
生
活
環
境
を

整
え
る
た
め
に
も
、
人
工
透

析
機
の
導
入
を
推
進
す
る
」

高濃度地区の早期解除等
アンケートもとに行政に要望

か
っ
て
い
る
つ
も

り
で
す
。

　

三
宅
村
再
生
の

た
め
の
課
題
は
、

人
材
育
成
、
高
濃

度
地
区
の
問
題
・
産
業
振
興
、

少
子
高
齢
化
、
医
療
対
策
等

山
積
し
て
お
り
、
か
な
り
の

時
間
も
動
力
も
必
要
と
し
ま

す
。
今
直
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
、
時
間
を
か

け
て
検
討
す
べ
き
も
の
等
に

分
け
て
、
た
ゆ
ま
ず
、
焦
ら

ず
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で

す
。

　

次
世
代
に
、
子

供
た
ち
や
孫
た
ち

に
、
住
み
よ
い
三

宅
島
を
残
す
た
め
、
住
民
、

議
会
、
執
行
機
関
が
一
体
と

な
り
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
未
来
に
向
か
っ
て
村
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

三池地区の取り壊された家屋跡地　野菜を蒔き早期規制解除を待つ

　

前
号
に
掲
載
し
た
、
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
が
行
っ
た
高
濃
度
地
区
と
在
京
者
向
け
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
実
施
の
時
期
を
選
挙
前
に
設
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
マ
ス

コ
ミ
等
に
注
目
さ
れ
た
。
今
号
で
は
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
未
帰
島
者
の
島
へ
の
渡
航

費
用
の
補
助
や
高
濃
度
地
区
規
制
の
早
期
廃
止
な
ど
行
政
へ
の
要
望
を
ま
と
め
た
。再

生
へ
「
た
ゆ
ま
ず 

焦
ら
ず 

着
実
に
」

櫻
田
村
長
か
ら
「
集
い
」
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
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ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
平

成
24
年
度
新
春
の
集
い
は
、

２
月
18
日
の
18
時
30
分
か

ら
、
東
京
都
品
川
区
の
青
物

横
丁
に
あ
る
「
ビ
ス
ト
ロ
お

き
み
く
ら
」で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
３
月
の
東
北

大
震
災
で
被
災
し
、
東
京
へ

自
主
避
難
し
た
福
島
出
身
の

３
名
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
、
三
宅
島

と
福
島
、
二
つ
の
被
災
地
の

結
び
つ
き
を
テ
ー
マ
に
し
た

会
に
な
っ
た
。
参
加
し
た
の

は
、
昨
年
も
お
越
し
い
た
だ

い
た
舞
踊
家
の
鶴
吉
さ
ん
を

は
じ
め
、
三
宅
島
出
身
の
方
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
ほ
か
協
力
者
の
方
々
な
ど

42
名
だ
っ
た
。

　

集
い
は
２
部
形
式
で
行
わ

れ
、
第
１
部
の
初
め
に
は
Ｄ

　

２
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
新
春
の

集
い
に
参
加
し
た
千
田
香
菜

さ
ん
は
、
福
島
第
二
原
発
か

ら
約
40
㎞
の
い
わ
き
市
で
被

災
を
し
た
。

　

自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
が
半
壊

し
た
た
め
、
地
震
発
生
直
後

は
何
も
持
ち
出
せ
な
い
ま
ま

避
難
所
で
１
週
間
生
活
し

た
。
東
京
に
あ
る
祖
父
の
家

に
身
を
寄
せ
た
の
ち
、
２
回

目
の
応
募
で
当
選
し
て
、
昨

年
４
月
に
新
宿
区
の
都
営
住

宅
に
移
り
住
ん
だ
。

　

現
在
は
東
京
都
板
橋
区
に

あ
る
あ
す
な
ろ
保
育
園
に
事

務
員
と
し
て
勤
務
。
一
緒
に

暮
ら
す
父
親
と
妹
も
そ
れ
ぞ

れ
新
し
い
仕
事
が
決
ま
り
、

生
活
は
安
定
し
て
き
て
い
る

と
い
う
。

　

集
い
に
参
加
し
て
千
田
さ

ん
は
、
「
三
宅
の
活
動
は
盛

ん
で
す
ご
い
と
感
じ
ま
し

た
。
福
島
は
ま
だ
終
息
し
て

い
な
い
状
況
で
す
が
、
助

か
っ
た
命
で
頑
張
り
た
い
。

行
政
に
は
、
す
べ
て
の
人
に

平
等
な
政
治
を
望
み
ま
す
」

と
思
い
を
語
っ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ａ
作
成
の
、
過
去
に
起

き
た
日
本
の
災
害
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
被
災
地
間
で
協

力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上

映
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
文
化
放
送
防
災

キ
ャ
ス
タ
ー
の
高
橋
民
夫
さ

ん
が
音
頭
を
と
っ
て
の
乾
杯

に
続
き
佐
藤
就
之
会
長
が
挨

拶
。
参
加
者
は
新
村
長
下
で

の
体
制
や
福
島
支
援
の
あ
り

方
に
関
す
る
話
を
、
う
な
ず

き
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。

　

そ
の
後
は
、
大
妻
女
子
大

学
の
干
川
剛
史
教
授
、
櫻
田

昭
正
新
村
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
２
面
に
掲
載
）
の
代
読
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

時
間
と
な
っ
た
。

そ
の
中
で
は
鶴
吉
さ
ん

の
「
望
郷
の
詩
」
の
舞
踊

や
、
ネ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
手
品
、
「
舞
い
上
が
れ

I
T
A
B
A
S
H
I

」
の
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
た
。
ま
た
、
向
上

高
校
の
先
生
方
が
結
成
し
た

「
向
上
ボ
ー
イ
ズ
」
は
、
猪

苗
代
湖
ズ
の
「I love you 

& I need you  

ふ
く
し
ま
」

の
歌
詞
を
一
部
三
宅
島
仕
様

に
し
た
替
え
歌
な
ど
４
曲
を

歌
い
、
場
を
盛
り
上
げ
た
。

最
後
に
酒
井
一
豊
副
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
、
そ
し
て

高
橋
民
夫
さ
ん
の
３
本
締
め

で
会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

ネット新春の集い おきみくらで

被災地繋ぐ「絆」テーマに
福
島
か
ら
３
人
が
参
加

余
興
な
ど
楽
し
く

第
２
部
は
三
宅
で
旅
館

を
経
営
し
て
い
た
マ
ス
タ
ー

の
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
つ

つ
、
歓
談
や
余
興
を
楽
し
む

文化放送キャスターの高橋民夫さんの呼び

かけで手を繋ぎ「絆」を確かめ合う参加者

「舞い上がれ ITABASHI」を踊るネットメンバー

 ふる

さとネットの新春の

集いが、２月 18 日に行わ

れた。東北大震災の被災地で

ある福島県からも３人が参加。

参加者はパフォーマンスな

どを楽しみながら、絆

を深めた。

三宅島新報 ２０１２年３月１日

福
島
か
ら
参
加
の
千
田
さ
ん

「
助
か
っ
た
命
で
頑
張
り
た
い
」
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この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

 

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー

が
、
新
聞
づ
く
り
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
の
は
、
岩
手
県

宮
古
市
田
老
の
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
三
陸
み
や
こ
の
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
た
仮
設

住
宅
だ
。
昨
年
８
月
に

同
会
が
そ
の
母
体
で
あ

る
向
上
高
校
新
聞
委
員

会
と
と
も
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
た
際

に
「
た
ろ
う
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か

ら
依
頼
さ
れ
、
９
月
に

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

新
聞
編
集
の
講
習
を

行
っ
た
。

　

12
月
の
訪
問
は
そ
の

　

04
年
７
月
20
日
。
平
野
村

長
（
当
時
）
が
帰
島
宣
言
し

た
そ
の
日
か
ら
、
私
は
三
宅

島
担
当
に
な
っ
た
。
ど
こ
そ

こ
の
団
地
に
誰
々
が
避
難
し

て
い
る
と
聞
け
ば
、
会
い
に

行
っ
て
話
を
聞
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
脳
こ
う
そ
く

で
倒
れ
た
夫
と
と
も
に
都
営

住
宅
で
避
難
生
活
を
続
け
て

い
た
女
性
か
ら
「
あ
ん
た
と

話
し
て
い
る
と
、
親
戚
の
人

と
話
し
て
い
る
み
た
い
」
と

言
わ
れ
た
時
は
、
記
者
冥
利

に
尽
き
る
と
思
っ
た
。
新
聞

記
者
は
「
聞
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

田
老
の
仮
設
住
宅
で
、
新

聞
づ
く
り
支
援
の
要
望
が

あ
っ
た
の
は
、
住
民
の
間
で

情
報
の
共
有
を
し
た
い
と
い

う
の
が
理
由
だ
。

　

現
地
で
は
仮
設
住
宅
が
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
元
駐
車

場
と
陸
上
競
技
場
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
３
カ
所
に
約

４
０
０
設
置
さ
れ
て
い
る
。

敷
地
が
広
大
な
こ
と
も
あ

り
、
生
活
や
イ
ベ
ン
ト
、
さ

ら
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
な
ど

に
情
報
が
十
分
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
復
興
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
の
議
論
も
始
ま
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
も
の
に
し
た
い

と
い
う
の
が
依
頼
を
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
狙
い
で
も
あ
る
。

　

な
お
、
次
回
の
訪
問
は
今

月
３
日
、
４
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。

【メッセージ】

【ご寄付者名】

　新春の集いで前東京都三宅支

庁総務課長の齊藤實氏からいた

だいたメッセージを紹介します。

　2000 年９月の全島民避難から

早いもので 12 年目を迎えること

となりました。

　様々な事情で、三宅島に帰れ

ない島民も多数おります。

　弁護士、司法書士などで構成

する「災害復興まちづくり支援

機構」では、島民の様々な相談

に対して無料で応じています。

　詳細はホームページで。

　http://www.j-drso.jp/

浅川明子様、吉田信行様、吉野

文雄様、中島修平様、高橋栄一様、

Ｍ様、佐藤宗ノ子様、佐藤就之様、

倉持房枝様

（12 月 1 日～１月 31 日）

ありがとうございました。

　

三
宅
島
は
、
全
島
避
難
指

示
の
解
除
か
ら
７
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

２
月
18
日
の
新
春
の
集
い

で
は
、
原
発
事
故
の
影
響
で

避
難
を
し
て
い
る
福
島
県
出

身
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

い
て
、
貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

岩
手
県
で
の
新
聞
づ
く
り

支
援
の
活
動
も
含
め
て
、
災

害
被
災
地
の
復
興
に
向
け

て
、
私
た
ち
が
ど
ん
な
お
手

伝
い
が
で
き
る
の
か
、
今
後

も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

新報の経験を東北に
岩手の仮設で新聞づくり支援

記
者
は
「
聞
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
実
感

編
集
後
記

第
二
段
で
、
８
月
の
現
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
同
行
し
た
こ

と
か
ら
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の

メ
ン
バ
ー
も
参
加
。
前
回
に

引
き
続
い
て
新
聞
編
集
の
講

習
を
す
る
と
と
も
に
、
「
明

日
に
向
か
っ
て
」
と
名
前
の

決
ま
っ
た
新
聞
の
取
材
に
同

行
を
し
た
り
、
編
集
作
業
の

手
伝
い
を
し
た
。

ア
」
で
は
な
い
か
と
、
私
は

三
宅
島
の
取
材
を
通
じ
て
実

感
し
た
。

　

４
年
５
カ
月
も
の
全
島

避
難
を
経
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
再
生
す
る
難
し
さ

に
三
宅
島
は
直
面
し
て
い

る
。
福
島
の
人
た
ち
も
こ
れ

か
ら
同
じ
道
を
歩
む
こ
と
に

な
る
。
三
宅
の
教
訓
が
少
し

で
も
生
か
せ
な
い
か
と
願
っ

て
や
ま
な
い
。

毎
日
新
聞
夕
刊
編
集
部　

記
者

大
槻
　
英
二
さ
ん

12
月 

第
二
段
の
訪
問

住
民
の
情
報
共
有
の
た
め
に

昨年

12 月 28 日から 30 日

まで、ＤＴＰＡの活動に協

力してふるさとネットのメン

バーが岩手県の仮設住宅でミニコ

ミ紙編集の支援を行った。本紙

編集の経験を生かしたこの取

り組みは、今後も継続

される。

田老にある仮設住宅での新聞編集（昨年 12 月）

三宅への
思い熱く


